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新潟市不妊に悩む方への特定治療支援事業の 

助成上限回数リセットについて 

 

 

 

 新潟市では特定不妊治療費の助成を１子につき６回（または３回）行います。 

～これまで、助成回数は生涯で６回（または３回）までとしていましたが、１子出産等した場合

において、回数をリセットし、２人目以降の治療から再度６回（または３回）助成します。～ 

該当する方は下記の「要件」どちらかに☑を入れ、要件にあった「必要書類」の提出をしてくだ

さい。 

 

 

 

要件 必要書類 

□特定不妊治療により妊娠

し、出産した場合 

特定不妊治療中の 

自然妊娠を含む 

・申請書（別記様式第２号） 

 過去の受給歴内、２人目以降の特定不妊治療に

「はい」に○をつける 

 制度利用時に出生した子の有無と生年月日を記載 

・戸籍謄本 

・お子さんの住民票（新潟市に住民票がない場合） 

のすべて  

□特定不妊治療により妊娠し

たが、妊娠１２週以降に死産

に至った場合 

・死産届の写し 

 または 

・母子健康手帳の「出産の状態」ページの写し  

（申請のために必要な提出書類は別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①回数リセット後の助成回数については、２人目以降の治療を最初に開始した時点の妻の年齢（40

歳未満は 6回、40歳以上 43歳未満は 3回）で判断します。 

 

②回数リセットについては必ず行わなければならないものではなく、リセットすることにより受け

られる助成回数が増加する場合に行うことができます。 

※２人目以降の治療開始時の妻の年齢により、リセットすることで助成回数が減少する場合は、

前回の助成残回数を引き継ぐことができます。 

【事例】 

令和元年度に第１子のための治療（治療開始時：39歳）の助成を１回受けた後に出産し， 

今回，第２子のための初回の治療（治療開始時：40歳）を申請した。 

年度 R元年度 R２年度 

リセット 
しない場合 

    

リセット 
した場合 

    

 

⇒ 第２子目のための初回の治療時に 40歳であるため，リセット申請を行うと助成残回数が２回

となり，リセットしない場合の助成残回数の４回より少なくなってしまう。 

 この場合，リセットすることで助成回数が減少するためリセットは行いません。 

 

③助成回数のリセットは出生後初めての助成時に遡って行います。 

  旧制度において既に２人目以降の治療にかかる助成を受けている方についても同様です 

【事例】 

Ｈ３０年度までに５回助成を受けた後，Ｒ元年度に第１子を出産。その後，Ｒ元年度に第２子の

助成を１回受け（治療開始時の妻の年齢 40歳）上限６回に達した。 

今回，令和２年度に１回申請を行い，この申請で「助成回数リセット」を希望した。 

 

 

⇒ 回数リセット後に初めて助成を受けた治療（助成⑥）の開始時の妻の年齢が 40 歳であったこと

から，リセット後の助成上限回数は３回になる。 

助成⑥がリセット後の助成１回目，今回の申請が２回目となり，助成残回数が１回となる。 

年度 ～H30年度 R元年度 R２年度 

リセット前 
 

 

 

リセット後 
  

           

助成① 

妻 39 歳 

出産 （今回）助成② 

妻 40歳 

助成回数リセット （今回）助成① 

妻 40歳 残り２回 

残り４回 

残り１回 


